「The Warrior's Charge」訳本

　「戦士の突撃――Redguardの古詩」

　著者：不明

　さて、星たちは、遥かに放たれた物語を歌った
　美しいYokudaの銀〔髪〕に包まれ
　叫喚の帆船に飾り立てられた戦士の
　蛇の誘惑を駆け抜ける彼の突撃
　さて、ルーンの公爵は、すぐさま大いに退屈して
　船を後にして宵の挑戦に赴くことに
　偶然にも目を覚ました、とぐろを巻いた蛇は
　その鱗の肌着を取って着こむ

　さて、East嬢にとっては
　眠っているのも、うろついているのも、如何なる野獣も恐怖を駆り立てる
　叫声に合わせて彼女の瞳は空に灯って

　毛虫の一匹さえ、その視界を汚してしまう

　さて、鎧われたSteedは偉業に加わる
　彼の価値ある役割に滅ぼされずに

　光り輝く鱗に向かって、夜を駆って

　玄人戦士の用心を離れて

　かくして、大蛇は鎌首をもたげて、そして、忍び寄る
　目標は、そこに明け透けに立っている

　されど、戦士の剣は蛇を打ち破る

　彼らは誓約する、もはや自身の突撃は彷徨わないと
